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 前期の最終日である９月２９日（木）１４：３０よ
り，耕心寮食堂にて平成２８年度義務入寮生 
７１名の退寮式が行われました。式では耕心会
会長の佐藤のぞみさんよりご祝辞を賜りました。
また，義務入寮生を代表して佐藤綾香さんが
体験発表を，佐々木蓮くんが謝辞を述べ，松
本蓮くんが退寮記念品を受け取りました。   
 半年間の寮生活で仲間と過ごした濃い時間
の中には，楽しい思い出もあれば嫌な思い出も
あることでしょう。しかし，この経験は間違いなくそ
れぞれの成長につながっているはずです。この
半年間の寮生活で培ったことをこれからの生活
にも生かしてもらいたいです。 

 規則正しい日課の中で，集団生活で学んだこと，自分のことは自
分でやること，寮生全員で行う行事等の体験を通して確実に成長
しているでしょう。前向きに考え，行動できる基礎ができたのではな
いでしょうか。これからの学校生活，家庭での生活にも生かして
いってください。 
 保護者の皆様，生徒たちが今後の加美農での生活も充実したも
のとなるよう，見守り，寄り添い，支援していくことにご協力ください。 

 初めての寮生活，慣れない共同生活は皆さんにとって簡単なことではなかったと思います。半年間みなさんは本当に頑
張りました。この義務入寮の半年間の経験はこれからの学校生活，そして社会人になってからのステップアップに必ず繋
がることと思います。寮での生活は人間力をつけるための実践の場です。寮に残る皆さんは，１年生，２年生，３年生それ
ぞれ役割，立場を理解し，これからの寮生活をより良いものにしてください。また自宅から通う皆さんは，事故や遅刻に気
をつけて，余裕をもって通学してください。 

 私は寮に入って初めて自分で洗濯をしました。これらの 
「自分で行う」経験のおかげで，私は中学の頃より成長できた
と思います。 
 寮生活では，人間関係などの悩みが増え，体調を崩したり，
大変だと感じることもありました。しかし粘り強く，一つ一つ乗
り越えていくことで，少しずつ強くなれたと思っています。 
 半年間の寮生活を通じて，私は二つのことを学びました。当
たり前に生活することの大変さと，仲間たちと繋がることの大
切さです。これらは社会に出てからきっと，役に立つと思いま
す。この耕心寮で身につけたことを，これからの生活で活かし
ていきたいです。 
        平成二十八年 義務入寮生代表 
                  生活技術科一年 佐藤綾香 



 １年間寮生として見
てきましたが，規則を
守らない寮生がいた
のでとても残念でした。
寮生会副会長として
規則を守る寮生に
なってもらうために自
分が見本となるように
頑張っていきたいと
思います。 

 寮役員立会演説会・選挙が９月８日（木）に行われました。寮生会長，男子の副
会長は立候補者が１名ずつだったため信任投票となりました。女子の副会長は２名
の立候補が出たため決選投票となりました。会長・副会長になった３名を紹介します。 

 この寮を今よりももっと
良い寮にしていきたいと
思います。例えば，上下
関係やあいさつ，基本
的なルールの定着です。
小さなことから少しずつ
やっていきたいと思いま
す。生徒会長も兼任す
るので，両立できるよう
頑張ります。 

寮生会長 

佐々木 研 

副会長(男子) 

佐々木朋弥 

副会長(女子)  

荒川怜奈 

 規則をきちんと守り，その
中で楽しさもあって，お互い
をよくし合うために上下関係
なく注意し合える，そんな寮
にしたいです。そして，この
貴重な寮生活をした皆さん
が社会に出たときに何か一
つでも生かせていけるような
意味のある寮にしていくこと
を目標に頑張ります。 
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「寮生活を体験して」 

左より、 
佐々木朋弥、佐々木研、荒川怜奈  
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